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ある Appl. Phys. Lett.ならびに J. Appl. Phys.に昨年発表され注目された。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　圧電材料は電子機器におけるキャパシター，高周波数フィルター，医療診断装置における超音波振動子や
原子間力顕微鏡における精密機械におけるアクチュエーターなど多岐にわたって使われている。しかし，科
－ 225 －
学技術の高度化により，電気機械エネルギー変換において効率の高い圧電材料の開発が求められている。圧
電材料の後者の応用では高価な高度精密機器に組み込まれて使われるために非鉛化よりも変換効率を高くす
ることに開発の重点が置かれている。圧電定数の高い材料としては鉛をベースとしたペロフスカイト構造酸
化物が最も優れている。この観点から複合ぺロフスカイト構造酸化物を取り上げ，相境界付近において電場
効果が大きいことに着目して新しい結果を得ている点は独創的であり優れている。以上の理由により，本論
文は社会の要請を考慮した独創性の高い優れた論文であると判断された。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
